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第 50 号 平成 25 年台風第 26 号による伊豆大島の豪雨災害に関する調査報告（平成 28 年 3 月発行）

1） 2013 年 10 月伊豆大島豪雨災害の概要 － 被害とタイムライン －  1-18.

2） 2013 年台風 26 号に伴う伊豆大島の大雨 －レーダーで観測された降雨の特徴について－  19-34．

3） 災害事例データベースを活用した伊豆大島の過去の災害履歴 － 1684 年～ 1997 年の風水害，斜面災害事例－  

35-52．

4） 2013 年 10 月 16 日伊豆大島土砂災害の地学的背景  53-62．

5） 平成 25 年台風 26 号伊豆大島災害において高校生が利用した防災情報とコミュニケーションツール  63-72．

第 51 号 平成 27 年関東・東北豪雨調査報告（平成 30 年 2 月発行）

1） 平成 27 年 9 月関東・東北豪雨におけるメソスケール対流系の特徴および常総市の浸水深調査の結果について  

1-10.

2） 平成 27（2015）年 9 月関東・東北豪雨における栃木県内の土砂移動分布図の作成といくつかの斜面変動箇所の

現地調査結果 －特に，関東ロームと花崗岩類斜面における崩壊地の土層物性・安定性と土石流到達閾値につ

いて－  11-41.

3） 災害初期タイムラインにおける災害対応地図の作成と提供 －被害状況の把握のための迅速な航空写真地図化

技術の開発－  43-61.

4） 平成 27 年関東・東北豪雨における災害情報マップの構築と情報更新 －常総市役所における災害対応支援を事

例に－  63-72.

5） 常総市安全安心課・情報政策課の災害対応に関するヒアリング調査  73-78.

6） 災害対応機関における情報共有・利活用の成果と課題 －平成 27 年 9 月関東・東北豪雨における常総市での活

動を事例に－  79-86.

7） 災害ボランティアセンターでの情報運用を支援するツールの検証 －茨城県常総市の事例－  87-92.

8） 災害時の要配慮者の支援に必要な情報の利活用 －平成 27 年関東・東北豪雨における茨城県常総市の事例－  

93-100.

9） 常総水害における災害広報の実態と課題  101-107.

10） 常総市災害ボランティアセンターにおける本部機能の空間配置について  109-114.

11） 防災コンテスト参加団体の常総水害時の対応  115-120.

第 52 号 平成 29 年 7 月九州北部豪雨調査報告（平成 30 年 9 月発行）

1） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨に関する気象学的な速報解析  1-7.

2） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨における土砂移動分布図の作成  9-20.

3） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨に関する被害・対応状況の整理とタイムライン作成  21-31.

4） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨に対する防災科研の災害対応の目的  33-34.

5） 防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS）の構築と運用 －平成 29 年 7 月九州北部豪雨を事例に－  35-46.

6） 災害対応における防災科学技術研究所の情報支援体制の実態と課題 － 2017 年 7 月九州北部豪雨の例－  47-54.

7）  福岡県庁内における情報支援活動 －平成 29 年 7 月九州北部豪雨における取り組みを事例に－  55-71.

8） 大分県災害対策本部における情報支援活動  73-80.

9） 被災自治体に対する遠隔支援への移行  81-86.

10） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨による斜面災害の現地調査報告  87-102.

11） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨に伴う地盤災害被害について  103-112.

12） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨における朝倉市災害ボランティアセンターの運営実態  113-120.

13） 平成 29 年 7 月九州北部豪雨に対する福祉施設の避難行動と防災意識の調査－朝倉市の福祉施設へのヒアリン

グ調査の速報－  121-133.

第 53 号 平成 30 年 7 月豪雨調査報告（令和 2 年 3 月発行）

1） 平成 30 年 7 月豪雨における被害の概要  1-32.

2） 平成 30 年 7 月豪雨の際にみられたトラフの出現頻度に関する考察  33-38.

3） 平成 30 年 7 月豪雨時に発生した線状降水帯と大雨特別警報発表の時間的関係  39-48.

4） 平成 30 年 7 月豪雨における国土交通省 XRAIN による積算雨量  49-58.

5） 平成 30 年 7 月豪雨における降雨の再現期間と災害発生の関係  59-66.

6） 平成 30 年 7 月豪雨により愛媛県南西部で発生した斜面崩壊の規模と分布の特徴  67-82.

7） 平成 30 年 7 月豪雨による土砂災害発生の推定時刻における土壌雨量指数  83-90.

8） 平成 30 年 7 月豪雨における防災科研の情報支援体制  91-95.

9） 平成 30 年 7 月豪雨 広島県庁における情報支援活動  97-110.

10） 岡山県庁災害対策本部における情報支援活動の実践と課題 －平成 30 年 7 月豪雨を対象として－  111-122.

11） 愛媛県災害対策本部における情報支援活動  123-131.

12） 平成 30 年 7 月豪雨における防災科研クライシスレスポンスサイトの構築と運用  133-146.

13） 平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）における複数都道府県に及ぶ断水・給水・入浴支援情報の地図化活動  147-154.

14） 平成 30 年 7 月豪雨における岡山県倉敷市の消防機関の初動対応および真備町の浸水状況について  155-168.

15） 効果的な災害復旧と被災者支援を目指した情報支援の事例報告－平成 30 年 7 月豪雨災害における災害ボラン

ティアセンターおよび社会福祉協議会に対する支援事例－  169-174.

16） 災害対応の初期フェイズにおける無人航空機の活用 - 平成 30 年 7 月豪雨における広島県での捜索支援地図の作

成事例 -  175-189.

第 54 号 平成 30 年大阪府北部の地震調査報告（令和 2 年 3 月発行）

1） 2018 年 6 月 18 日大阪府北部の地震  1-6.

2） 大阪府北部を震源とする地震における情報支援活動－災害時情報集約支援チーム（ISUT）として初の派遣事例

－  7-15.

3） 大阪府北部を震源とする地震対応における情報支援のマネジメント体制－防災科学技術研究所総合防災情

報センターの体制－  17-22.

4） 平成 30 年（2018 年）大阪府北部を震源とする地震における防災科研クライシスレスポンスサイトの構築と

運用  23-30.

5） 平成 30 年 6 月大阪府北部地震における社会福祉協議会の情報プラットフォーム活用状況調査－災害情報

を利活用した効果的な被災者支援の実現に向けて－  31-36.
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Research Report on Disaster Caused by the 2018 Hokkaido Eastern Iburi Earthquake

防災科学技術研究所陸海統合地震津波火山観測網（MOWLAS）が捉えた平成 30 年北海道胆振東部地震

－観測記録・解析結果・臨時観測－

The 2018 Hokkaido Eastern Iburi Earthquake Observed by NIED MOWLAS
- Seismograms, analysis, and temporal observation -
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